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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型） 

米ドルコース（毎月分配型） 

 
運用報告書（全体版） 

 
第100期（決算日 2022年11月25日） 
第101期（決算日 2022年12月26日） 
第102期（決算日 2023年１月25日） 
第103期（決算日 2023年２月27日） 
第104期（決算日 2023年３月27日） 
第105期（決算日 2023年４月25日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通

貨選択型）米ドルコース（毎月分配型）」

は、このたび、第105期の決算を行いま

したので、第100期～第105期の運用状

況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／国内／不動産投信 特化型 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 2014年７月28日から2025年10月24日 

運用方針 
信託財産の中長期的な成長と安定した収益の確
保を目指して運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東京海上 
Ｊ－ＲＥＩＴ投信 
（通貨選択型） 
米ドルコース 
（毎月分配型） 

わが国の不動産投資信託の
受益証券および不動産投資
法人の投資証券（J-REIT）を
投資対象とする外国投資信
託「Tokio Marine J-REIT 
Fund-USDクラス」と、主に円
建て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーなど
に投資する親投資信託「東
京海上マネープールマザー
ファンド」を主要投資対象
とします。 

 
Tokio Marine 
J-REIT Fund 
-USDクラス 

わが国の取引所に上場（こ
れに準ずるものを含みま
す。）されているJ-REITを主
要投資対象とします。 

 
東京海上 
マネープール 
マザーファンド 

円建て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーを主
要投資対象とします。 

投資制限 

東京海上 
Ｊ－ＲＥＩＴ投信 
（通貨選択型） 
米ドルコース 
（毎月分配型） 

・ 株式への直接投資は行い
ません。 

・ 外貨建資産への実質投資
割合には制限を設けま
せん。 

・ 投資信託証券への投資割
合には制限を設けません。 

 
Tokio Marine 
J-REIT Fund 
-USDクラス 

・ 空売りを行った有価証券
の時価総額は純資産総額
を超えないものとします。 

・ 原則として、純資産総額
の10％を超える借入れは
行わないものとします。 

・ 同一発行体の投資信託証
券への投資割合は、信託財
産の純資産総額の35％を
超えないものとします。 

 
東京海上 
マネープール 
マザーファンド 

・ 株式への投資は行いま
せん。 

・ 外貨建資産への投資は、
円貨で約定し円貨で決済
するもの（為替リスクの生
じないもの）に限ります。 

分配方針 

第１期の決算時には分配を行いません。収益分配
金額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益
および売買益（評価益を含みます。）等から、基準
価額の水準、市況動向等を勘案して決定します。
収益分配にあたっては、原則として毎決算時に分
配を行うことを目指します。また、４月と10月の
決算時に、委託会社が決定する額を付加して分配
する場合があります。ただし、分配対象額が少額
の場合等には、収益分配を行わないことがありま
す。収益の分配に充当せず、信託財産内に留保し
た利益については、運用の基本方針に基づいて運
用を行います。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 
 76期(2020年11月25日) 10,402 40 △ 1.6 0.0 99.4 5,413 
 77期(2020年12月25日) 10,580 40 2.1 0.0 99.6 5,328 
 78期(2021年１月25日) 11,062 40 4.9 0.0 99.2 5,540 
 79期(2021年２月25日) 12,317 40 11.7 0.0 99.6 5,994 
 80期(2021年３月25日) 12,775 40 4.0 0.0 99.6 6,184 
 81期(2021年４月26日) 13,255 40 4.1 0.0 99.6 6,197 
 82期(2021年５月25日) 13,209 40 △ 0.0 0.0 99.6 6,151 
 83期(2021年６月25日) 14,066 40 6.8 0.0 99.7 6,389 
 84期(2021年７月26日) 14,007 40 △ 0.1 0.0 99.6 6,276 
 85期(2021年８月25日) 13,693 40 △ 2.0 0.0 99.2 6,078 
 86期(2021年９月27日) 13,646 40 △ 0.1 0.0 99.3 5,933 
 87期(2021年10月25日) 13,895 60 2.3 0.0 99.6 5,949 
 88期(2021年11月25日) 13,998 60 1.2 0.0 99.6 5,873 
 89期(2021年12月27日) 13,821 60 △ 0.8 0.0 99.6 5,804 
 90期(2022年１月25日) 12,792 60 △ 7.0 0.0 99.5 5,350 
 91期(2022年２月25日) 12,742 60 0.1 0.0 99.5 5,314 
 92期(2022年３月25日) 14,304 60 12.7 0.0 99.6 5,927 
 93期(2022年４月25日) 15,004 60 5.3 0.0 99.5 6,135 
 94期(2022年５月25日) 14,705 60 △ 1.6 0.0 99.6 5,996 
 95期(2022年６月27日) 15,131 60 3.3 0.0 99.5 5,994 
 96期(2022年７月25日) 16,077 60 6.6 0.0 99.2 6,313 
 97期(2022年８月25日) 16,054 60 0.2 0.0 99.5 6,262 
 98期(2022年９月26日) 17,273 60 8.0 0.0 99.5 6,693 
 99期(2022年10月25日) 16,362 90 △ 4.8 0.0 100.2 6,293 

100期(2022年11月25日) 16,160 90 △ 0.7 0.0 99.5 6,210 
101期(2022年12月26日) 14,745 90 △ 8.2 0.0 99.3 5,605 
102期(2023年１月25日) 14,346 90 △ 2.1 0.0 99.3 5,435 
103期(2023年２月27日) 14,953 90 4.9 0.0 99.4 5,529 
104期(2023年３月27日) 13,857 90 △ 6.7 0.0 99.2 5,108 
105期(2023年４月25日) 14,947 90 8.5 0.0 99.3 5,491 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第100期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年10月25日 16,362 － 0.0 100.2 

10月末 16,995 3.9 0.0 99.6 

(期  末)     

2022年11月25日 16,250 △0.7 0.0 99.5 

第101期 

(期  首)     

2022年11月25日 16,160 － 0.0 99.5 

11月末 16,183 0.1 0.0 99.3 

(期  末)     

2022年12月26日 14,835 △8.2 0.0 99.3 

第102期 

(期  首)     

2022年12月26日 14,745 － 0.0 99.3 

12月末 15,040 2.0 0.0 99.5 

(期  末)     

2023年１月25日 14,436 △2.1 0.0 99.3 

第103期 

(期  首)     

2023年１月25日 14,346 － 0.0 99.3 

１月末 14,509 1.1 0.0 99.3 

(期  末)     

2023年２月27日 15,043 4.9 0.0 99.4 

第104期 

(期  首)     

2023年２月27日 14,953 － 0.0 99.4 

２月末 15,124 1.1 0.0 99.2 

(期  末)     

2023年３月27日 13,947 △6.7 0.0 99.2 

第105期 

(期  首)     

2023年３月27日 13,857 － 0.0 99.2 

３月末 14,431 4.1 0.0 99.1 

(期  末)     

2023年４月25日 15,037 8.5 0.0 99.3 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

○運用経過 (2022年10月26日～2023年４月25日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年10月25日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・訪日外国人旅行者数の増加を受けた宿泊施設を保有するJ-REITの業績回復への期待 

・インフレ率減速への期待から米国長期金利の上昇鈍化による投資家のリスク回避姿勢の緩和 

・活発な不動産市場を背景としたJ-REITの物件売却益の拡大 

 

マイナス要因 

・2022年12月の日銀による金融緩和政策の修正を受けた長期金利の上昇 

・都心オフィスビル賃貸市況の需給悪化の継続 

・急速なエネルギー価格の上昇に伴う光熱費増加によるJ-REITの収益性の低下 

・円高米ドル安の進行 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

■投資環境 
【J-REIT市場】 

作成期初から2022年10月末にかけて米国の金融引き締め政策に対する懸念が後退し、J-REIT市場は大幅に上昇しました

が、その後は利益確定の売りが入りやすかったこともあり上値の重い相場展開が続きました。12月中旬の金融政策決定会合

では日銀が金融緩和政策の一部修正を行ったことで日本の長期金利が上昇したためJ-REIT市場は急落し、その後も投資家

の様子見姿勢を受けて力強さを欠く相場展開が続きました。2023年３月に入ると米国で地方銀行の経営破綻を受けて金融

システム不安が高まったことから、J-REIT市場は再び下落しましたが、作成期末にかけては金融システム不安の後退ととも

に上昇基調となりました。 

 

【為替市場】 

米国でインフレ率低下への期待が高まりFRB（米連邦準備制度理事会）による金融引き締め姿勢の軟化が予想されたこと

や、2022年12月に日銀が金融緩和政策を修正し日本の長期金利が上昇したことなどから、円安米ドル高が進行しました。

2023年３月には、米国の地方銀行の破綻をきっかけに金融システムへの信用不安が高まったことで、円高米ドル安となりや

すい地合いが続き、前作成期末対比で円高米ドル安となりました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型）＞ 

「Tokio Marine J-REIT Fund-USDクラス」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネープールマザーファンド」（以

下、親投資信託）を投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、外国投資信託証券の値動きを反映し、5.3％下落しました。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

J-REITの組入比率は、当作成期を通じて高位を維持しました。 

運用にあたっては、J-REITの市場流動性（流動性基準）とスポンサー企業の信用力や財務健全性（信用リスク基準）に基

づいて絞り込んだ銘柄を対象として、時価加重比率と売買金額加重比率を合成した銘柄投資比率によるポートフォリオを

構築し、運用を行いました。 

また、円売り／米ドル買いの為替取引を行い、実質的に米ドルの通貨比率を高位に保つ運用を行いました。 

以上のような運用の結果、基準価額（分配金再投資）は下落しました。 

 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視して政府保証債や地方債を中心とする円建て短期公社債に投資し、プラスの収益の確保に

努めました。その結果、基準価額はおおむね横ばいで推移しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第100期 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 

2022年10月26日～ 
2022年11月25日 

2022年11月26日～ 
2022年12月26日 

2022年12月27日～ 
2023年１月25日 

2023年１月26日～ 
2023年２月27日 

2023年２月28日～ 
2023年３月27日 

2023年３月28日～ 
2023年４月25日 

当期分配金 90  90  90  90  90  90  

(対基準価額比率) 0.554％ 0.607％ 0.623％ 0.598％ 0.645％ 0.599％ 

 当期の収益 63  60  60  70  60  70  

 当期の収益以外 26  30  30  20  30  20  

翌期繰越分配対象額 8,075  8,050  8,025  8,008  7,983  7,966  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型）＞ 

外国投資信託証券および親投資信託を投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちます。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

今後のJ-REIT市場は、オフィスビルの賃貸市況の悪化の影響を受けながらも、コロナ禍の収束を受けて売上回復が期待で

きる宿泊施設や、テナント賃貸需要が強い物流施設、賃貸住宅などを中心に投資しているJ-REITでは堅調な業績が見込まれ

ることから、底堅い相場展開になると予想します。また、日銀の金融緩和政策の動向や海外の景気情勢次第では、変動性の

高い相場展開となる可能性があります。 

J-REIT市場の需給環境については、日銀の金融緩和政策の修正に対する警戒感は強いものの現状では大幅な金利上昇は

想定されず、今後もJ-REITの高い分配金利回りに魅力を感じる投資家からの資金流入により安定した需給環境が続くと考

えます。 

このような投資環境下、引き続きJ-REITの市場流動性とスポンサー企業の信用力や財務健全性に基づいて絞り込んだ銘

柄を対象として、時価加重比率と売買金額加重比率を組み合わせた銘柄投資比率でポートフォリオを構築し、中長期的に

J-REIT市場全体の動きをおおむね捉える運用を機動的に行う方針です。 

また、円売り／米ドル買いの為替取引を行い、実質的に米ドルの通貨比率を高位に保つ運用を行う方針です。 

 

＜親投資信託＞ 

国内の短期金利は、日銀が当面は緩和的な政策を継続するとの見方から、低位にとどまると予想しています。ただし、欧

米の中央銀行がインフレ対応を目的として金融引き締めを実施するなか、将来的な日銀の金融政策修正を巡る動向には留

意が必要です。 

このような環境下、政府保証債や地方債を中心とする円建て短期公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象と

して運用することにより、プラスの収益の確保もしくはマイナス幅を極力最小化するように努める方針です。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年10月26日～2023年４月25日) 

項 目 
第100期～第105期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 53  0.343  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (13)  (0.082)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (38)  (0.247)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.005   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 54   0.348    

作成期間の平均基準価額は、15,380円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.30％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

（注） 投資先ファンドの費用は、「Tokio Marine J-REIT Fund」の費用を基に算出しています。   
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

○売買及び取引の状況 (2022年10月26日～2023年４月25日) 

 

 

銘 柄 
第100期～第105期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

   千口  千円  千口 千円  
外  国 
(邦貨建) 

ケイマン Tokio Marine J-REIT Fund-USDクラス 3  64,659  27 429,580  
 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年10月26日～2023年４月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年４月25日現在) 

 

銘 柄 
第99期末 第105期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

Tokio Marine J-REIT Fund-USDクラス 374 350 5,453,494 99.3 

合 計 374 350 5,453,494 99.3 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第99期末 第105期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上マネープールマザーファンド 9 9 10 
 
 
 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

○投資信託財産の構成 (2023年４月25日現在) 

項 目 
第105期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 5,453,494 98.5 

東京海上マネープールマザーファンド 10 0.0 

コール・ローン等、その他 83,501 1.5 

投資信託財産総額 5,537,005 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第100期末 第101期末 第102期末 第103期末 第104期末 第105期末 

2022年11月25日現在 2022年12月26日現在 2023年１月25日現在 2023年２月27日現在 2023年３月27日現在 2023年４月25日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 6,260,758,417   5,643,923,719   5,473,638,533   5,575,703,396   5,144,862,182   5,537,005,313   

 コール・ローン等 83,660,317   73,803,554   68,716,463   80,193,296   72,676,007   80,530,976   

 投資信託受益証券(評価額) 6,177,088,095   5,567,470,159   5,397,952,065   5,495,500,096   5,066,226,170   5,453,494,332   

 東京海上マネープールマザーファンド(評価額) 10,005   10,005   10,005   10,004   10,005   10,005   

 未収入金 －   2,640,001   6,960,000   －   5,950,000   2,970,000   

(B) 負債 50,204,199   38,114,537   38,570,445   46,052,368   36,416,638   45,726,841   

 未払収益分配金 34,588,241   34,216,482   34,097,247   33,282,353   33,178,015   33,064,390   

 未払解約金 11,798,467   333,126   1,292,035   9,358,419   331,035   9,678,586   

 未払信託報酬 3,761,349   3,509,393   3,131,031   3,357,816   2,861,774   2,936,753   

 未払利息 249   176   48   70   40   137   

 その他未払費用 55,893   55,360   50,084   53,710   45,774   46,975   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,210,554,218   5,605,809,182   5,435,068,088   5,529,651,028   5,108,445,544   5,491,278,472   

 元本 3,843,137,999   3,801,831,356   3,788,583,073   3,698,039,299   3,686,446,163   3,673,821,146   

 次期繰越損益金 2,367,416,219   1,803,977,826   1,646,485,015   1,831,611,729   1,421,999,381   1,817,457,326   

(D) 受益権総口数 3,843,137,999口 3,801,831,356口 3,788,583,073口 3,698,039,299口 3,686,446,163口 3,673,821,146口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,160円 14,745円 14,346円 14,953円 13,857円 14,947円 
 

（注） 当ファンドの第100期首元本額は3,846,447,155円、第100～105期中追加設定元本額は91,722,473円、第100～105期中一部解約元本額は

264,348,482円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

○損益の状況 

項 目 
第100期 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 

2022年10月26日～ 
2022年11月25日 

2022年11月26日～ 
2022年12月26日 

2022年12月27日～ 
2023年１月25日 

2023年１月26日～ 
2023年２月27日 

2023年２月28日～ 
2023年３月27日 

2023年３月28日～ 
2023年４月25日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 28,269,463   27,892,189   27,754,326   26,984,372   26,824,547   26,678,695   

 受取配当金 28,273,253   27,896,881   27,756,169   26,986,986   26,826,170   26,680,121   

 受取利息 14   －   49   98   97   97   

 支払利息 △        3,804   △        4,692   △        1,892   △        2,712   △        1,720   △        1,523   

(B) 有価証券売買損益 △   67,540,108   △  527,885,940   △  141,721,720   233,790,280   △  394,691,996   409,318,756   

 売買益 1,098,142   2,857,764   594,901   234,623,237   325,883   411,154,611   

 売買損 △   68,638,250   △  530,743,704   △  142,316,621   △      832,957   △  395,017,879   △    1,835,855   

(C) 信託報酬等 △    3,817,242   △    3,564,753   △    3,181,115   △    3,411,526   △    2,907,548   △    2,983,728   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   43,087,887   △  503,558,504   △  117,148,509   257,363,126   △  370,774,997   433,013,723   

(E) 前期繰越損益金 1,599,920,609   1,506,056,942   974,415,167   813,139,163   1,039,197,392   642,428,574   

(F) 追加信託差損益金 845,171,738   835,695,870   823,315,604   794,391,793   786,755,001   775,079,419   

 (配当等相当額) (  1,187,502,853)  (  1,177,349,147)  (  1,165,649,747)  (  1,130,915,265)  (  1,123,920,914)  (  1,113,998,776)  

 (売買損益相当額) (△  342,331,115)  (△  341,653,277)  (△  342,334,143)  (△  336,523,472)  (△  337,165,913)  (△  338,919,357)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,402,004,460   1,838,194,308   1,680,582,262   1,864,894,082   1,455,177,396   1,850,521,716   

(H) 収益分配金 △   34,588,241   △   34,216,482   △   34,097,247   △   33,282,353   △   33,178,015   △   33,064,390   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,367,416,219   1,803,977,826   1,646,485,015   1,831,611,729   1,421,999,381   1,817,457,326   

 追加信託差損益金 835,563,893   824,290,376   811,949,855   786,995,715   775,695,662   767,731,777   

 (配当等相当額) (  1,177,895,008)  (  1,165,943,653)  (  1,154,283,998)  (  1,123,519,187)  (  1,112,861,575)  (  1,106,651,134)  

 (売買損益相当額) (△  342,331,115)  (△  341,653,277)  (△  342,334,143)  (△  336,523,472)  (△  337,165,913)  (△  338,919,357)  

 分配準備積立金 1,925,667,501   1,894,678,815   1,886,241,536   1,838,105,450   1,830,304,286   1,819,955,944   

 繰越損益金 △  393,815,175   △  914,991,365   △1,051,706,376   △  793,489,436   △1,184,000,567   △  770,230,395   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第100期 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 

2022年10月26日～ 
2022年11月25日 

2022年11月26日～ 
2022年12月26日 

2022年12月27日～ 
2023年１月25日 

2023年１月26日～ 
2023年２月27日 

2023年２月28日～ 
2023年３月27日 

2023年３月28日～ 
2023年４月25日 

a. 配当等収益(費用控除後) 24,452,221円 24,327,436円 24,573,211円 26,631,279円 23,916,999円 26,496,091円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 1,187,502,853円 1,177,349,147円 1,165,649,747円 1,130,915,265円 1,123,920,914円 1,113,998,776円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 1,926,195,676円 1,893,162,367円 1,884,399,823円 1,837,360,446円 1,828,505,963円 1,819,176,601円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 3,138,150,750円 3,094,838,950円 3,074,622,781円 2,994,906,990円 2,976,343,876円 2,959,671,468円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,165円 8,140円 8,115円 8,098円 8,073円 8,056円 

g. 分配金 34,588,241円 34,216,482円 34,097,247円 33,282,353円 33,178,015円 33,064,390円 

h. 分配金(１万口当たり) 90円 90円 90円 90円 90円 90円 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

○分配金のお知らせ  

 第100期 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 

１万口当たり分配金（税込み） 90円 90円 90円 90円 90円 90円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

●当ファンドは特化型運用を行います。特化型ファンドとは、投資対象に一般社団法人投資信託協会の規則

に定める支配的な銘柄が存在し、または存在することとなる可能性が高いファンドをいいます。 

 

●当ファンドの主要投資対象には寄与度（投資対象候補銘柄の時価総額に占める割合）が10％を超えるま

たは超える可能性の高い支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄への投資が集中することがあり、当

該支配的な銘柄に経営破綻や経営・財務状況の悪化等が生じた場合には、大きな損失が発生することが

あります。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）米ドルコース（毎月分配型） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2023年４月25日現在) 

＜東京海上マネープールマザーファンド＞ 
 下記は、東京海上マネープールマザーファンド全体(11,457千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

第105期末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

地方債証券 
4,000 4,000 34.8 － － － 34.8  

(4,000) (4,000) (34.8) (－) (－) (－) (34.8) 

特殊債券 
(除く金融債) 

5,000 5,000 43.5 － － － 43.5  

(5,000) (5,000) (43.5) (－) (－) (－) (43.5) 

合 計 
9,000 9,000 78.3 － － － 78.3  

(9,000) (9,000) (78.3) (－) (－) (－) (78.3) 
 
（注） ( )内は非上場債で内書きです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れている親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
第105期末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
地方債証券 ％ 千円 千円  
第53回川崎市公募公債（５年） 0.03 4,000 4,000 2023/６/20 

小 計  4,000 4,000  
特殊債券(除く金融債)     
第189回政府保証日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.541 5,000 5,000 2023/４/28 

小 計  5,000 5,000  
合 計  9,000 9,000   

（注） 株式、新株予約権証券および株式の性質を有するオプション証券等の組み入れはありません。 

 

 

国内公社債 
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